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新技術の概要
培養液に添加することでＴ細胞の増殖を促進する
新規ペプチド（ 33アミノ酸長）を提供

・Ｔ細胞及びＣＡＲ－Ｔ細胞を試験管内で増殖させるためには、培養液にＣＤ
３結合抗体、ＣＤ２８結合抗体、サイトカインＩＬ－２などを添加する必要
があり、高額な組換えタンパク質が利用されている

・本発明では、分子サイズが小さく、かつ、分子内ジスルフィド結合を持たな
いT細胞増殖促進ペプチドを創出した

・T細胞増殖促進ペプチドは分子サイズが33アミノ酸長のペプチドであり、化
学合成で安価に調整できる

• 本発明の化学合成可能なT細胞増殖促進
ペプチドにより、CAR-T細胞の製造コ
ストを下げることが可能

• また、基礎研究においてもT細胞を用い
る実験のコストを下げることが可能

Ｔ細胞増殖促進ペプチド
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7日間培養後のヒト末梢血
単核細胞の細胞数

Ｔ細胞増殖促進活性の評価
>>IL-2よりも強い活性を確認！!
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●T細胞培養への利用
>実験コストを削減可能

●CAR-T細胞培養へ応用
>製剤コストを削減可能

キメラ抗原受容体発現T細胞
(CAR-T細胞)

培養コストの削減!!

培養液に添加
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